


















1.研究目的 

精神遅滞の原因は多様であり,その成因からみた分類と,実際の患児の成因別の分布を知る

ことは,精神遅滞児に関する医学的,社会的対策の基本的資料として重要である。これには

地域調査と病院症例についての詳細な調査があり,互に長所と短所をもつ。現在,地域調査

は技術的に実施が極めて困難である。そこでこの研究では大学病院小児科における各種の

精神遅滞児の成因に関する実態を明らかにしょうと考えた。 

さて,大学病院小児科を受診した精神遅滞児の家族は,何らかの医療を求めて来院したわけ

であるが,一般には次のような具体的な目的を有している。 

(1)発達遅滞が疑われる際のその評価 

(2)精神遅滞の原因診断 

(3)精神遅滞の予後の推測 

(4)精神遅滞に合併する症状の治療 

(5)精神遅滞の治療の可能性，等である。 

従って,ここにとりあげる精神遅滞児は特定の目的をもった限られた集団であるが,詳細な

臨床的評価が加えられているという利点をもっている。そこでこの集団を検討することに

より,精神遅滞に対する医学的対策の今日的課題が明らかにされるものと考えられる。 


